






 

研究目的 

前 回 , 初 期 流 産 例 に お け る 母 体 血 中 FSH,LH,progesterone,17 α

-OH-progesterone,estradio1-17βを測定しその実態の一部を報告したが,その

目的は姙娠前の母体内分泌環境たとえば姙卵着床以前の黄体機能あるいは着床

後のそれとの関連,その後の胎児胎盤系機能を含めて流早産は,その原因あるい

は結果の何如は別として母児間の内分泌態様に異常が生じ,これが母体内分泌

情報となり臨床的にも利用できる可能性がつよい。 


